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10月21目午後 1-4時 於法経第3演習室
以下報告ののち質議・討論が行なわれ，出席者35名で盛会におわった。
報告者および報告要旨
I 独占価格と生産価格
京都大学大学院学生松石勝彦
独占価格論の一課題は.価値法則→独占価格の形成機構号どうとくかで晶るが，通説
は生産価格から背離する市場価格(独占価格=生産価格+独占利潤)の断面でとこうと
した。しかし. (1)生産価格が否定される独占段階でこのような考えは許されるのかど
プヲス
うか. (2) +独占利閣を成立せLめる底有の機構如何，の疑問が生じる。本日ほ.(1)に
問題壱限定し，代表的な平均利潤法則否定論(見回石介，平均利潤法則について.ri経済学雑誌」
第35巻第3. 4号)壱検討してみよう。(i )氏ば，当法則の本質・内容を剰余価値法則
を基礎とする剰余価値の平等な再分配としづ特殊的形態として，形態・結果の観点から
把握されるが w資本論』第3部当初c論理講造から明らかなように，当法則は，競争
・メド自
による利潤の平均利潤への.~価値の生産価格への転形機構形成過程を明らかにした
運動法則，因果法則と考えるべきである。(ii) (イ)部面内の資本家相互の関係が独占
と非独占資本の対立に変化(例系列化・下請)→(ロ)諸個別的刺潤率の平均不能→特殊
的利潤事の不成立→り平均利潤率の崩壊を云われるが，競争独占部面の存在は， 肘)
のような一般化を許さず，系列・下請も，市場価値・特殊的利潤形成にかかわ呂部両内
をこえた，具倉部面白の関係であれまた，特殊的利潤率亨は，価危左ぉbの販売を前
提にして成立し，その時同時的に個別的価値の大いさに逆比例して個別的利潤率の相違
が生じるのだ炉ら，個別的利潤率の平均→特妹的fU潤半とする考えは論理的に誤りでめ
って，それゆえ(ロ)も云えず，結局，特殊的利潤率不成立→当法則自崩壊は云えない。ま
た，特殊的利潤率否定は，市場幅値，社会的必要労働時間による価値規定・相対的剰余
価値・利潤率低下法則・商業刺潤論・地代論. w資本論』の全体系および資本主義一般
理論としての性格，等の否定につながろう。(iii)当法則の崩壊→最大限利潤法則の代
位を云われるが，たとえ前者が完壁に否定されても，後者の成立機構が明らかにされ血
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限り，定立は云えない。この機構の解明は，特殊的利潤翠・市場価値・生産価格を否定
して個別的価値次元主主逆行しても可能にならず，個別的価値→独占価格を一挙に・無媒
介的に把糧せねばならなくなろう。むしろ生産価格形成機構を認めて，生産{佃幽格への市
場価格の収歓機構におけるマヒの局酉で独占価格壱f把巴握すベきである。生産価格は，独
占価格に席をゆずり，その中に止揚され，より抽象的な範鴫となり，それの形成機構の
不可欠な媒介項となった。(詳細は，本語，昭和41年2月号けし、さい予定の拙稿問題名を参照丹
こと。)
E 平均利潤法則について
大阪市立大学経済学部教授見開石介
平均利潤法則のことで，しばらく前に書いたものは，当時，これが独占段階において
も効力をもっているかどうかが論争されたのであるが，わたしは現在の独占資本の利潤
のことや，レ-=.yとヒノレファーディングの帝国主義研究のことを考えると，多数の人
人の意見であった，これが効力を失わないとするものにはどうしても承服しかねた，と
し、っても効力を失ったとする人々のあげている理由およびそわから帰結された需見解に
も賛成できず，自分なりになっとくできる説明をしてみたいと思って書いてみたもので
ある。
ここで言おうとしたーつのことは，平均fU潤とは社会的総資本によって生産された総
剰余価値がその総資本家に，それぞれの資本の額に応じて株主的に均等に現実に育分配
古れたものだということである。ここから独占になっても競争がおこなわれるのだから，
利潤を均等化する力は存在しており，したがってまた平均利潤法則は作用しているはず
だと主張することや，独占と非独占とのあいだに二重の利潤の均等化がおこなわれるの
だから平均利潤法則は効力をもっという主張はなりたたない己とがわかると思う。
もう一つは平均利潤法則は，資木の根木法則ではなく，資本の根本法則である剰余価
値法則の一定の段階における現象形態だ，ということである。ここから平均利潤法則を
価値法則，剰余価値法則などと同列にして，これを否定すれば資本の科学的把渥のため
の基礎条件が否定されるように考えて，平均利潤法則の有効牲を主張している人々の心
配はなくなると思う。
これに関連して，マノレタ旦が資本論第3部の平均利潤をとりあつかったはじめの章で
言っている言葉を.平均利潤法則がなくなれば，資本制そのものもなくなるだろうとし
ているのだとして，それはマノレグスのあやまりだろうと言ったのでるが，いま考えてみ
ると，マノレタスがこんなことであやまったーとを言うのは，不思議に思われ，いまでは
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断定的にいったことが軽卒だったと考えている。誰かがこの点をはっきりさせてくれた
6と思っているわけである。
最後に， もう ずつ言いたかったことは.平均利潤が法則としでの効力を失うというの
は，ちょっとみると，同じ ζれまでの地糠のうえで.fl潤にたし、して作用する二つの力，
均等化の力と不均等化の力のうちの後者が前者にうち勝つことのように思われるが，そ
うではなくて， もっと基本的に平均利潤の要因としての各部門の特殊的利潤率そのもり
が，独占の作用によって語りえないものになる点にあるのだ，ということであった。
当時の経済学者のあいだの論争をみていて，すとし論理的でないようにも思われ，ま
た実質を分析しないで言葉だけでものを規定している点もあるように恩われて，そんな
ことをおしまいに書いたが，あれはなくもがなのことだった。
